
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10 月 29 日（土） 会場：日仏会館ホール 

 ■ 15：00 ～ 16：30 日仏教育学会創立 40 周年記念式典 
 
 ■ 16：45 ～ 18：30 クリストフ・シャルル氏記念講演 
 
主催：日仏教育学会  
共催：（公財）日仏会館、日仏会館・フランス国立日本研究所、日仏歴史学会、 

日仏社会学会、日仏薬学会  
後援：在日フランス大使館 

 

10 月 30 日（日）会場：早稲田大学 8 号館 3 階 308 教室 
となりの309教室を休憩に利用できます。 

 ■ 10：00 ～ 12：00 個 人 研 究 発 表  

 

 ■ 13：30 ～ 14：30 総 会 

 

 ■ 15：00 ～ 18：30 シンポジウム 

「大学改革と人文・社会科学 

－日仏比較の視点から－」 

 
 

大会開催委員長    岡山 茂（早稲田大学） 
TEL. 03-5286-9723（研究室直通） E-mail：shigeru@waseda.jp 

 
日仏教育学会事務局：〒181-8585 東京都三鷹市大沢 3-10-2 国際基督教大学教養学部 

大川洋研究室内  TEL: 0422-33-3151 E-mail: nichifutsukyoiku@gmail.com  

日仏教育学会 
２０２２年度研究大会 

日  時： ２０２２年１０月２９日（土）・３０日（日） 

会  場： 日仏会館（２９日）・早稲田大学（３０日） 

（ZOOMによるオンライン開催） 

 

 
 

 
 

 



10 月 29 日（土） 日仏会館ホール         
日仏会館へのアクセス：https://www.mfjtokyo.or.jp/access-map.html 

 
日仏教育学会は、その創立 40 周年を記念し、記念式典および記念講演会を開催します。

第１部の記念式典では、来賓の方々、日仏教育学会の元会長、関連諸学会のみなさまから

祝辞とご挨拶をいただきます。第 2 部の記念講演では、かつて帝国的社会（ドイツ、フラ

ンス、イギリス）の危機について語ったクリストフ・シャルル氏（パリ第１大学名誉教授）

が、「帝国的社会、昨日から今日へ、いくつかのテーズ」と題して、今日のあらたな危機（ア

メリカ合衆国、ロシア、中国）について語ります。（同時通訳つき） 
 

１５：００〜16：30 ⽇仏教育学会創⽴ 40 周年記念式典  

司会：大川 洋 日仏教育学会事務局長 
 
 １．開会の辞 ベルナール・トマン 日仏会館・フランス国立日本研究所所長 
 ２．開会挨拶 大前 敦巳 日仏教育学会会長 
 ３．来賓挨拶 フィリップ・セトン 駐日フランス大使 
 ４．来賓挨拶 中島 厚志 公益財団法人日仏会館理事長 
 ５．元会長挨拶 服部 英二 日仏教育学会元会長 
 ６．祝辞紹介（石堂常世，加藤義信 日仏教育学会元会長他） 大川 洋 事務局長 
 ７．日仏教育学会 40 年の歩み 古賀 毅 日仏教育学会理事 
 ８．関連学会会長挨拶 市川 厚 日仏薬学会会長 
 ９．関連学会会長挨拶 荻野 昌弘 日仏社会学会会長 
 10．関連学会会長挨拶 鈴木 規子 フランス教育学会会長 
 11．閉会の辞 白鳥 義彦 日仏教育学会理事・編集委員長 
 
 16：30〜16：45 休憩 

 

１6：45〜18：30 クリストフ・シャルル⽒記念講演 

司会：前田 更子（明治大学） 
 

「帝国的社会について、昨⽇から今⽇へ、いくつかのテーズ」 

講演では、ヨーロッパにおけるかつての帝国的社会（ドイツ、フランス、イギリス）の

敵対の例から出発して、あらたに確立されるか拡大している帝国的社会（アメリカ合衆国、

ロシア、中国）の今日における進展を明らかにしたい。 
クリストフ・シャルル（パリ第１大学パンテオン・ソルボンヌ） 

10 月 30 日（日） 研究大会  

早稲田大学早稲田キャンパス                  
８号館（大隈重信の銅像の横、向かって左の建物）  交通アクセスとキャンパス案内図： 
３階 308 教室        https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus 



9：30〜 受付開始 

10：00 ～ 12：00  個 人 研 究 発 表 

発表時間 各２０分  質疑応答 各５分 
司 会：沖田 吉穂（早稲田大学）、⼤場 淳（広島⼤学） 

１．10：00～10：25  平田 文子（埼玉工業大学） 
ジョゼフ（ヨセフ）・シモン Joseph Simon の教育観 
－フランス第三共和政下のユダヤ史の取り扱いを踏まえて－ 

２．10：25～10：50  山内 由賀（京都橘大学） 
フランス第三共和政期における女子修道院寄宿学校 

３．10：50～11：15  近江屋 志穂（法政大学） 
思考・表現・判断力を養う論述文 
－「テクスト解釈」の実践と考察－ 

４．11：15～11：40  ER-RAZINE, Soufiane（鳴門教育大学） 
L’éducation morale au Japon：entre imaginaire,  
représentations sociales, réformes et réalité 

11：40～12：00  総合質疑 

12：00～13：30  昼  食 ・ 休 憩 

13：30 ～ 14：30  ⽇仏教育学会 2022 年度総会 

 

15：00 ～ 18：30 シンポジウム 

「⼤学改⾰と⼈⽂・社会科学―⽇仏⽐較の視点から」 
 

〔企画趣旨〕 

日本でもフランスでも政府が科学技術やイノベーションへの貢献を呼びかけ、大学に選

択的な投資を行うようになる一方、長びく不況のなかで学生はますます就職を優先せざる

をえなくなり、それに有利とされる大学や学部を選ぶようになりつつあります。そのなか

でとりわけ人文社会系の大学、学部、専攻は縮小や再編を余儀なくされています。「持続的

な雇用の危機が、学生たちをしてプラグマティスムと職業教育の方へと向かわせ、そのこ

とが、大学の理念の基礎にあるはずの、学問的、理論的、そして非実利的な専攻分野にお

ける学生の減少をもたらしている」（Christophe Charle, “Crises universitaires et réformes 
en France, l’éternel retour” ; in Stéphane Beaud, Mathias Millet, L’université pour quoi 
faire ?; Puf, 2021）。いまの日仏の大学の状況、そして人文・社会科学の未来を、社会学、科

学史、文学研究、そして歴史学の立場から、クリストフ・シャルル氏とともに考えます。 

 

司会 白鳥 義彦（神戸大学） 

15：05〜15：30  櫻本 陽一（東洋大学） 
高等教育分析の三つのパースペクティブ 
－社会的空間、制度的空間、物理的空間－ 



15：30〜15：55  隠岐 さや香（東京大学） 
戦後日本における「学問の自由」の困難な歴史 
－科学史の視点から－（仮） 

 
15：55〜16：20  岡山 茂（早稲田大学） 

大学／文学、あるいは不在の大学について 

 
16：20〜16：30  休憩 

 

16：30〜17：30  クリストフ・シャルル（パリ第１大学パンテオン・ソルボンヌ） 
大学の危機と改革、はてしない回帰 

 

17：30〜18：30  総合討論 
 
18：30〜18：40 閉会挨拶 ⼤前 敦⺒ ⽇仏教育学会会⻑ 
 
 

  ∞ ⼤ 会 参 加 要 領 ∞ 

 
 

 

   2022 年度研究大会は、対面での開催を予定しています。 

 研究大会に参加いただくためには、事前登録が必要です。会員には別途学会メーリングリスト

を通じて事前登録のご案内をしますので、その記載事項に従って大会参加の事前登録を行って

ください。なお、日仏教育学会ホームページの「大会情報」から事前登録をすることもできます。 

 日仏教育学会の会員でない方は、10 月 29 日（土）の日仏教育学会創立 40 周年記念式典、ク

リストフ・シャルル氏講演会、および 10 月30 日（日）のシンポジウム「大学改革と人文・社会科学

－日仏比較の視点から」に参加することができます。参加ご希望の方は、日仏教育学会ホーム

ページの「大会情報」から事前登録をしてください。 

 万一、対面での開催が困難となり、オンラインでの開催に切り替えざるを得ない事態となった

場合には、事前登録の際に登録されたメールアドレス宛にお知らせを送信させていただきま

す。 
 

□ 大会参加費 ： 無料 
 

□ 情報交換会（懇親会）は開催しません。 

 

□ その他、研究大会に関するお問い合わせ等がある場合は、以下の日仏教育学会事務局メー 

 ルアドレスまでご連絡ください。 

nichifutsukyoiku@gmail.com 
 


